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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
第
２
回
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
限
定
　
謎
解
き
バ
ト
ル
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
！

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
９
８
６
５
Ｙ

【
作
者
名
】

　
よ
し
か
ず

【
あ
ら
す
じ
】

　
今
回
の
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
で
対
決
す
る
ア
ニ
メ
は
、
俺
の
妹
が
こ
ん
な
に
可
愛
い
わ

け
が
な
い
と
と
ら
ド
ラ
！
と
い
う
、
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
原
作
の
ア
ニ
メ
同
士
の
対

決
。

果
た
し
て
ど
ち
ら
の
ア
ニ
メ
が
よ
り
多
く
の
秘
宝
を
獲
得
で
き
る
か
・
・
・
。
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挑
戦
者
の
紹
介

今
回
、
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
で
対
決
す
る
ア
ニ
メ
は
「
俺
の
妹
が
こ
ん
な
に
可
愛
い
わ
け

が
な
い
」
チ
ー
ム
と
「
と
ら
ド
ラ
！
」
チ
ー
ム
。
人
気
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
の
ア
ニ

メ
対
決
で
あ
る
。

挑
戦
者
　
俺
の
妹
が
こ
ん
な
に
可
愛
い
わ
け
が
な
い
チ
ー
ム
か
ら
は
、
高
坂
桐

乃
・
高
坂
京
介
・
田
村
麻
奈
実
・
沙
織
・
バ
ジ
ー
ナ
（
槇
嶋
沙
織
）
・
黒
猫
（

五
更
瑠
璃
）

と
ら
ド
ラ
！
チ
ー
ム
か
ら
は
、
逢
坂
大
河
・
高
須
竜
児
・
櫛
枝
実
乃
梨
・
北
村

祐
作
・
川
嶋
亜
美

果
た
し
て
ラ
イ
ノ
ベ
原
作
の
ア
ニ
メ
対
決
、
果
た
し
て
ど
ち
ら
が
多
く
の
フ
ァ

ラ
男
像
を
獲
得
し
、
賞
金
獲
得
に
挑
む
の
か
・
・
・
。
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フ
ァ
ラ
男
と
の
会
話

Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
の
ス
タ
ジ
オ
に
集
ま
る
俺
妹
と
と
ら
ド
ラ
の
面
々
。

フ
ァ
ラ
男
「
よ
う
こ
そ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
へ
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
！
俺
妹
と
と
ら
ド

ラ
の
皆
さ
ん
！
」

桐
乃
「
こ
の
番
組
で
私
た
ち
が
ど
れ
だ
け
頑
張
れ
る
か
が
重
要
ね
。
勝
つ
た
め

に
は
ち
ゃ
ん
と
や
り
な
さ
い
よ
、
あ
ん
た
！
」

桐
乃
は
京
介
に
言
う
。

京
介
「
桐
乃
、
気
合
入
っ
て
る
な
・
・
・
。
」

大
河
「
竜
児
！
あ
ん
た
絶
対
に
足
を
引
っ
張
ら
な
い
で
よ
！
」

竜
児
「
あ
ー
わ
か
っ
て
る
よ
・
・
・
。
」

大
河
の
威
圧
的
な
顔
に
竜
児
は
タ
ジ
タ
ジ
。

フ
ァ
ラ
男
「
ど
う
や
ら
こ
の
２
つ
の
ア
ニ
メ
の
共
通
点
は
、
主
人
公
が
ヒ
ロ
イ

ン
に
世
話
焼
か
さ
れ
て
ば
っ
か
り
な
所
で
す
ね
。
」

桐
乃
「
そ
れ
を
言
わ
な
い
で
！
」

大
河
「
そ
れ
を
言
う
な
！
」

桐
乃
と
大
河
は
２
人
同
時
に
フ
ァ
ラ
男
に
言
っ
た
。
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フ
ァ
ラ
男
「
君
た
ち
、
実
は
宣
伝
が
あ
る
ん
で
し
ょ
？
宣
伝
に
為
に
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｅ

の
ゲ
ー
ム
を
が
ん
ば
ら
な
く
ち
ゃ
。
」

フ
ァ
ラ
男
が
言
う
と
桐
乃
と
大
河
は
、

桐
乃
「
え
？
あ
ん
た
た
ち
宣
伝
の
為
に
こ
こ
に
来
た
の
？
」

桐
乃
は
と
ら
ド
ラ
チ
ー
ム
に
言
う
。

大
河
「
何
？
そ
っ
ち
も
宣
伝
す
る
た
め
に
来
た
の
か
？
」

返
す
よ
う
に
大
河
は
俺
妹
チ
ー
ム
に
言
う
。

桐
乃
「
だ
っ
た
ら
こ
れ
は
負
け
ら
れ
な
い
戦
い
ね
。
」

大
河
「
こ
っ
ち
も
こ
の
ア
ニ
メ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
勝
っ
て
み
せ
る
！
」

ヒ
ロ
イ
ン
２
人
は
闘
志
を
燃
や
す
。

京
介
・
竜
児
（
た
か
が
宣
伝
ぐ
ら
い
で
そ
ん
な
に
闘
志
燃
や
す
な
よ
・
・
・
。
」

主
人
公
２
人
は
こ
う
思
っ
て
い
た
。

麻
奈
実
「
せ
っ
か
く
こ
こ
に
来
た
ん
だ
か
ら
、
楽
し
く
や
ら
な
い
と
ね
。
」

沙
織
「
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
に
ゲ
ー
ム
に
参
加
で
き
る
の
が
楽
し
み
で
ご
ざ
る
な
。
」

黒
猫
「
お
も
し
ろ
い
の
か
な
？
こ
の
番
組
。
」

実
乃
梨
「
よ
ー
し
、
私
た
ち
も
頑
張
る
ぞ
ー
。
」
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亜
美
「
絶
対
に
勝
つ
わ
よ
ー
。
」

北
村
「
僕
た
ち
の
チ
ー
ム
の
女
子
、
結
構
気
合
入
っ
て
い
る
な
。
」

男
ナ
レ
「
ル
ー
ル
は
こ
ち
ら
。
各
チ
ー
ム
２
つ
の
ス
テ
ー
ジ
に
挑
戦
し
、
最
終

的
に
フ
ァ
ラ
男
像
を
最
も
獲
得
し
た
チ
ー
ム
が
、
賞
金
獲
得
の
為
の
最
後
の
試

練
に
挑
む
！
」

第
１
ス
テ
ー
ジ
、
ま
ず
は
俺
妹
チ
ー
ム
の
挑
戦
。
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俺
妹
チ
ー
ム
の
挑
戦
　
床
の
間
　
そ
の
１

俺
妹
チ
ー
ム
が
挑
戦
す
る
第
１
ス
テ
ー
ジ
は
床
の
間
。

挑
戦
す
る
の
は
、
高
坂
桐
乃
・
高
坂
京
介
・
田
村
麻
奈
美
。

滑
り
や
す
い
床
に
、
奥
に
は
奈
落
の
底
。

果
た
し
て
こ
の
３
人
は
う
ま
く
ま
と
め
ら
れ
る
か
！
？

３
人
は
手
袋
と
靴
下
を
し
た
状
態
で
部
屋
に
入
っ
て
く
る
。

桐
乃
「
こ
こ
が
私
た
ち
の
挑
む
ス
テ
ー
ジ
ね
。
」

麻
奈
実
「
で
も
一
見
す
る
と
何
も
な
い
み
た
い
だ
ね
。
」

京
介
は
奥
の
方
を
見
て
、

京
介
「
い
や
、
奥
に
深
い
穴
が
あ
る
。
絶
対
何
か
が
あ
る
は
ず
だ
。
」

そ
し
て
モ
ニ
タ
ー
に
フ
ァ
ラ
男
が
現
れ
る
。

フ
ァ
ラ
男
「
フ
ァ
ー
ラ
フ
ァ
ラ
フ
ァ
ラ
フ
ァ
ラ
、
よ
う
こ
そ
床
の
間
へ
！
桐
乃
、

あ
ま
り
仲
の
よ
い
と
は
い
え
な
い
２
人
と
組
ん
で
挑
戦
だ
け
ど
大
丈
夫
？
」

桐
乃
「
ま
、
ま
あ
今
回
だ
け
は
兄
貴
と
地
味
子
と
一
緒
に
協
力
し
て
、
こ
の
ス

テ
ー
ジ
を
ク
リ
ア
し
て
み
せ
る
わ
。
」

フ
ァ
ラ
男
「
そ
う
で
す
か
ー
。
」

京
介
（
本
当
に
噛
み
合
え
る
の
か
？
桐
乃
と
麻
奈
実
・
・
・
。
」
）
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京
介
は
心
配
そ
う
に
思
っ
て
い
る
。

フ
ァ
ラ
男
「
そ
れ
で
は
早
速
、
こ
の
部
屋
の
仕
掛
け
を
説
明
し
ま
し
ょ
う
！
」

フ
ァ
ラ
男
が
そ
う
言
う
と
・
・
・
、

麻
奈
実
「
え
っ
、
何
で
す
か
！
？
床
が
傾
い
て
い
ま
す
よ
！
」

床
が
傾
き
始
め
た
。

男
ナ
レ
「
そ
う
！
床
が
坂
に
な
る
の
が
こ
の
ス
テ
ー
ジ
！
床
は
３
０
度
ま
で
傾

き
始
め
る
！
」

京
介
「
と
に
か
く
、
ま
ず
こ
の
足
場
に
足
を
つ
い
た
方
が
い
い
！
」

京
介
は
そ
う
言
い
、
３
人
は
あ
ら
か
じ
め
つ
い
て
い
る
足
場
に
足
を
つ
け
る
。

そ
し
て
床
は
３
０
度
ま
で
傾
い
た
。

男
ナ
レ
「
こ
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
１
０
分
以
内
に
傾
く
床
を
移
動
し
な
が
ら
、

３
つ
の
ゾ
ー
ン
で
ク
イ
ズ
に
挑
む
。
全
て
ク
リ
ア
す
る
と
最
後
の
難
関
に
挑
戦

で
き
る
が
、
一
歩
間
違
え
れ
ば
奈
落
の
底
へ
・
・
・
。
こ
の
状
態
か
ら
、
３
人

の
挑
戦
が
始
ま
る
！
」

ア
イ
ヤ
ー
ホ
イ
ヤ
ー

チ
ャ
レ
ン
ジ
開
始

女
ナ
レ
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
タ
ー
ト
で
す
。
」
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ピ
ー
ー
ー
ー

そ
し
て
１
０
分
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が
始
ま
る
。

桐
乃
「
始
ま
っ
た
み
た
い
ね
。
」

こ
こ
か
ら
は
桐
乃
↓
桐
、
京
介
↓
京
、
麻
奈
実
↓
麻
と
省
略
し
ま
す
。

女
ナ
レ
「
第
１
ゾ
ー
ン
に
移
動
し
て
く
だ
さ
い
。
」

そ
し
て
第
１
ゾ
ー
ン
の
足
場
が
現
れ
る
。

麻
「
ど
う
す
る
の
？
」

京
「
よ
し
、
俺
が
土
台
に
な
っ
て
２
人
を
向
こ
う
に
行
か
せ
る
こ
と
に
す
る
か
。

」桐
「
じ
ゃ
あ
そ
れ
で
決
ま
り
ね
。
じ
ゃ
あ
ま
ず
私
か
ら
よ
。
」

そ
う
言
う
と
桐
乃
は
京
介
の
方
に
乗
っ
か
る
。

桐
「
よ
し
、
行
く
わ
よ
。
」

桐
乃
は
第
１
ゾ
ー
ン
の
足
場
へ
飛
び
越
え
よ
う
と
す
る
。

バ
ッ

楽
々
と
足
場
に
着
い
た
。



9

桐
乃
「
ち
ゃ
ん
と
着
い
た
わ
よ
。
」

麻
「
じ
ゃ
あ
次
は
私
で
す
ね
。
」

麻
奈
実
は
京
介
の
肩
に
乗
っ
か
る
。

麻
「
で
も
も
し
落
ち
た
ら
・
・
・
。
」

麻
奈
実
は
少
し
不
安
そ
う
だ
。

京
「
桐
乃
、
悪
い
が
手
を
伸
ば
し
て
く
れ
な
い
か
？
麻
奈
実
を
確
実
に
行
か
せ

る
た
め
に
も
。
」

京
介
の
言
葉
に
桐
乃
は
、

桐
「
・
・
・
し
ょ
う
が
な
い
わ
ね
。
わ
か
っ
た
わ
。
地
味
子
、
ち
ゃ
ん
と
手
を

つ
か
み
な
さ
い
よ
！
」

桐
乃
の
高
圧
的
な
言
葉
に
麻
奈
実
は
、

麻
「
は
い
・
・
・
。
」

快
く
返
事
を
し
た
。

そ
し
て
桐
乃
は
麻
奈
実
に
向
か
っ
て
手
を
伸
ば
す
。

麻
奈
実
も
手
を
伸
ば
し
、

ガ
シ
ッ



10

２
人
は
手
を
つ
な
い
だ
。

麻
「
じ
ゃ
あ
行
き
ま
す
よ
。
」

麻
奈
実
は
移
動
し
よ
う
と
す
る
。

麻
「
お
っ
と
っ
と
・
・
・
。
」

慎
重
に
な
り
な
が
ら
も
無
事
に
足
場
へ
着
い
た
。

京
「
じ
ゃ
あ
最
後
は
オ
レ
だ
な
。
」

京
介
は
ダ
ッ
シ
ュ
で
駆
け
上
が
ろ
う
と
す
る
。

京
「
お
ら
っ
！
」

バ
ッ

駆
け
上
が
っ
た
。

そ
し
て
余
裕
で
足
場
に
た
ど
り
着
い
た
。

京
介
は
体
全
体
を
上
に
上
げ
る
。

京
「
よ
し
、
こ
れ
で
３
人
そ
ろ
っ
た
な
。
」

女
ナ
レ
「
第
１
ゾ
ー
ン
、
ク
イ
ズ
ス
タ
ー
ト
で
す
。
床
が
傾
き
始
め
ま
す
。
」

床
　
始
動
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京
「
傾
い
て
き
た
ぞ
。
」

女
ナ
レ
「
共
通
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ
、
正
解
ノ
ル
マ
は
３
問
。
」

男
ナ
レ
「
共
通
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ
は
、
２
つ
の
文
を
見
て
、
共
通
す
る
言
葉
を
当

て
る
ク
イ
ズ
で
あ
る
。
」

女
ナ
レ
「
第
１
問
。
」

１
・
拳
銃
を
折
り
ま
し
た
。

２
・
鍵
盤
楽
器
で
す
。

□
□
□
ん

麻
「
銃
を
折
っ
た
・
・
・
。
」

京
「
鍵
盤
楽
器
・
・
・
。
」

桐
「
拳
銃
・
・
・
ガ
ン
、
折
っ
た
・
・
・
、
あ
っ
わ
か
っ
た
わ
！
」

桐
乃
は
ボ
タ
ン
を
押
し
、

カ
チ
ッ

桐
「
『
お
る
が
ん
』
！
」

ピ
ン
ポ
ー
ン

正
解
　
お
る
が
ん
（
１
・
折
る
ガ
ン
　
２
・
オ
ル
ガ
ン
）
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京
「
早
い
な
。
」

女
ナ
レ
「
第
２
問
。
」

１
・
タ
コ
に
あ
る
も
の
で
す
。

２
・
１
０
人
で
か
け
っ
こ
し
、
ビ
リ
か
ら
２
番
目
。

□
□
□
□
ん

２
文
字
目
は
小
さ
い
文
字
。

京
「
１
０
人
で
か
け
っ
こ
し
て
ビ
リ
か
ら
２
番
目
と
い
う
こ
と
は
９
位
だ
な
。
」

桐
「
そ
う
ね
。
そ
れ
か
ら
タ
コ
に
あ
る
も
の
と
言
え
ば
・
・
・
、
」

桐
乃
は
考
え
て
い
る
と
、
麻
奈
実
が
、

麻
「
吸
盤
じ
ゃ
な
い
の
？
」

桐
「
あ
っ
吸
盤
ね
！
」

桐
乃
は
ボ
タ
ン
を
押
し
、

カ
チ
ッ

桐
「
『
き
ゅ
う
ば
ん
』
！
」

ピ
ン
ポ
ー
ン

正
解
　
き
ゅ
う
ば
ん
（
１
・
吸
盤
　
２
・
九
番
）
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桐
「
あ
と
１
問
ね
。
」

女
ナ
レ
「
第
３
問
。
」

１
・
国
の
借
金
の
事
で
す
。

２
・
異
常
な
に
お
い
が
す
る
子
供
で
す
。

□
□
□
い

桐
「
ど
う
い
う
こ
と
？
異
常
な
に
お
い
が
す
る
子
供
っ
て
？
」

麻
「
国
の
借
金
っ
て
、
何
で
し
た
っ
け
？
」

３
人
は
考
え
る
。

す
る
と
京
介
が
、

京
「
異
常
な
に
お
い
、
く
さ
い
・
・
・
子
供
・
・
・
、
く
さ
い
子
、
子
く
さ
い
・

・
・
、
あ
っ
わ
か
っ
た
！
」

カ
チ
ッ

京
介
が
ボ
タ
ン
を
押
し
た
。

桐
「
え
、
わ
か
っ
た
の
？
」

京
「
『
こ
く
さ
い
』
！
」

ピ
ン
ポ
ン
ピ
ン
ポ
ー
ン
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正
解
　
こ
く
さ
い
（
１
・
国
債
　
２
・
子
、
臭
い
（
く
さ
い
）
　
）

床
　
一
時
停
止
　
３
２
．
６
度
。

桐
「
止
ま
っ
た
わ
ね
。
」

女
ナ
レ
「
ノ
ル
マ
を
ク
リ
ア
し
た
の
で
、
床
の
傾
き
が
止
ま
り
ま
し
た
。
第
２

ゾ
ー
ン
に
移
動
し
て
く
だ
さ
い
。
」

そ
し
て
第
２
ゾ
ー
ン
の
足
場
が
現
れ
る
。

残
り
７
分
３
５
秒
。

果
た
し
て
３
人
は
無
事
次
の
ゾ
ー
ン
に
行
け
る
か
・
・
・
。
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床
の
間
　
そ
の
２

床
の
間
に
挑
戦
中
の
俺
妹
チ
ー
ム
の
桐
乃
・
京
介
・
麻
奈
実
。

第
１
ゾ
ー
ン
の
ク
イ
ズ
を
ク
リ
ア
し
、
第
２
ゾ
ー
ン
の
足
場
に
向
か
う
。

第
２
ゾ
ー
ン
の
足
場
が
現
れ
る
。

麻
「
さ
っ
き
よ
り
床
が
少
し
傾
い
た
ね
。
」

桐
「
ど
う
す
る
？
」

京
「
さ
っ
き
と
同
じ
方
法
で
移
動
し
よ
う
。
」

そ
う
言
う
と
桐
乃
は
京
介
を
土
台
に
し
て
、
第
２
ゾ
ー
ン
の
足
場
に
向
か
お
う

と
す
る
。

桐
「
行
く
わ
よ
。
」

バ
ッ

飛
び
移
っ
た
。

そ
し
て
無
事
に
た
ど
り
着
い
た
。

麻
「
次
は
私
で
す
ね
。
」

麻
奈
実
も
桐
乃
同
様
、
京
介
を
土
台
に
す
る
。

桐
「
ち
ゃ
ん
と
掴
み
な
さ
い
よ
。
」
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桐
乃
は
手
を
伸
ば
す
。

麻
「
行
き
ま
す
よ
。
」

恐
れ
な
が
ら
も
麻
奈
実
は
第
２
ゾ
ー
ン
に
飛
び
移
ろ
う
と
す
る
。

バ
ッ

飛
び
移
っ
た
。

麻
「
あ
わ
わ
・
・
・
。
」

ヒ
ヤ
ッ
と
し
な
が
ら
も
桐
乃
の
手
を
掴
ん
で
、
な
ん
と
か
足
場
に
着
い
た
。

桐
「
全
く
、
世
話
が
焼
け
る
わ
ね
。
」

桐
乃
は
ブ
ツ
ブ
ツ
言
う
。

麻
奈
実
は
足
場
を
上
る
。

京
「
よ
し
、
最
後
は
俺
だ
。
」

京
介
は
助
走
を
つ
け
て
足
場
へ
移
ろ
う
と
す
る
。

バ
ッ

飛
び
移
っ
た
。

京
「
お
っ
と
っ
と
・
・
・
。
」
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足
と
手
が
足
場
に
つ
き
、
京
介
は
無
事
に
上
っ
た
。

桐
「
こ
こ
も
３
人
落
ち
ず
に
済
ん
だ
わ
ね
。
」

女
ナ
レ
「
第
２
ゾ
ー
ン
、
ク
イ
ズ
ス
タ
ー
ト
で
す
。
床
が
傾
き
始
め
ま
す
。
」

床
　
再
始
動

床
が
再
び
動
き
始
め
、
第
１
ゾ
ー
ン
の
足
場
が
な
く
な
る
。

女
ナ
レ
「
共
通
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ
、
正
解
ノ
ル
マ
は
２
問
。
第
１
問
。
」

１
・
待
ち
合
わ
せ
の
会
社
を
探
し
て
い
る
人
が
道
で
他
の
人
に
、
会
社
が
あ
る

所
は
ど
こ
か
と
聞
い
て
、
近
く
に
あ
る
と
わ
か
っ
て
一
言
。

２
・
注
文
し
た
そ
ば
を
店
員
さ
ん
が
持
っ
て
き
た
が
、
新
聞
に
夢
中
で
全
く
そ

ば
に
手
を
つ
け
て
い
な
い
客
に
店
員
さ
ん
が
一
言
。

□
□
□
□
る

桐
「
会
社
は
近
く
に
あ
っ
た
・
・
・
？
」

麻
「
そ
ば
を
手
に
つ
け
て
い
な
い
・
・
・
。
」

京
「
近
く
に
あ
っ
た
を
ど
う
表
現
す
る
か
だ
な
。
」

考
え
る
３
人
。

す
る
と
桐
乃
が
、
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桐
「
そ
ば
を
食
べ
な
い
と
の
び
ち
ゃ
う
わ
ね
・
・
・
。
」

そ
う
言
う
と
京
介
が
、

京
「
そ
ば
が
の
び
る
・
・
・
、
そ
ば
の
び
る
・
・
・
び
る
・
・
・
。
わ
か
っ
た
、

『
そ
ば
の
び
る
』
だ
！
」

桐
「
あ
っ
そ
う
ね
！
」

京
介
が
ボ
タ
ン
を
押
す
。

３
人
「
『
そ
ば
の
び
る
』
！
」

ピ
ン
ポ
ー
ン

正
解
　
そ
ば
の
び
る
（
１
・
そ
ば
の
ビ
ル
　
２
・
そ
ば
伸
び
る
）

桐
「
あ
ん
た
、
う
ま
い
フ
ォ
ロ
ー
だ
っ
た
ね
。
」

京
「
余
計
な
お
世
話
だ
。
」

女
ナ
レ
「
第
２
問
。
」

１
・
妻
が
自
家
製
の
パ
ン
を
夫
に
見
せ
て
一
言
。

２
・
無
人
島
に
さ
ま
よ
う
男
２
人
。
Ａ
が
腹
が
す
い
た
あ
ま
り
、
履
い
て
い
た

下
着
を
食
べ
始
め
、
Ｂ
が
一
言
。

□
□
□
□
□
た

５
文
字
目
は
小
さ
い
文
字
。
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京
「
下
着
を
食
べ
た
・
・
・
？
」

桐
「
自
家
製
の
パ
ン
と
い
う
こ
と
は
パ
ン
を
作
っ
た
わ
け
よ
ね
？
」

京
「
パ
ン
を
作
っ
た
・
・
・
、
パ
ン
作
っ
た
・
・
・
パ
ン
ツ
・
・
・
食
っ
た
・
・

・
あ
っ
！
」

桐
「
そ
う
！
『
ぱ
ん
つ
く
っ
た
』
よ
！
」

桐
乃
は
ボ
タ
ン
を
押
す
。

カ
チ
ッ

桐
・
京
「
『
ぱ
ん
つ
く
っ
た
』
！
」

ピ
ン
ポ
ン
ピ
ン
ポ
ー
ン

正
解
　
ぱ
ん
つ
く
っ
た
（
１
・
パ
ン
作
っ
た
　
２
・
パ
ン
ツ
食
っ
た
）

床
　
一
時
停
止
　
床
３
４
．
９
度
　
残
り
４
分
４
５
秒

女
ナ
レ
「
ノ
ル
マ
を
ク
リ
ア
し
た
の
で
、
床
の
傾
き
が
止
ま
り
ま
し
た
、
第
３

ゾ
ー
ン
に
移
動
し
て
く
だ
さ
い
。
」

そ
し
て
第
３
ゾ
ー
ン
の
足
場
が
現
れ
る
。

桐
「
（
さ
っ
き
と
）
同
じ
や
り
方
で
い
い
わ
よ
ね
？
」
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京
「
あ
あ
。
」

麻
「
そ
れ
で
い
い
で
す
。
」

桐
乃
は
京
介
を
土
台
に
す
る
。

桐
「
ま
た
角
度
が
き
つ
く
な
っ
て
る
け
ど
・
・
・
。
」

桐
乃
は
傾
い
た
角
度
に
警
戒
す
る
も
、

桐
「
よ
し
、
行
く
わ
よ
！
」

桐
乃
は
全
力
で
第
３
ゾ
ー
ン
の
足
場
に
飛
び
移
る
。

バ
ッ

飛
び
移
っ
た
。

そ
し
て
足
場
に
桐
乃
の
手
が
つ
く
。

桐
「
危
な
か
っ
た
わ
ね
・
・
・
。
」

桐
乃
は
言
い
な
が
ら
、
足
場
を
上
る
。

麻
「
こ
れ
は
さ
す
が
に
落
ち
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
あ
・
・
・
。
」

麻
奈
実
は
心
配
す
る
が
、

京
「
大
丈
夫
だ
。
し
っ
か
り
と
桐
乃
の
手
を
掴
め
ば
い
い
。
」
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京
介
が
そ
う
言
う
と
麻
奈
実
は
、

麻
「
わ
か
っ
た
わ
。
」

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
表
情
で
言
う
。

桐
「
絶
対
に
手
を
離
さ
な
い
で
よ
。
」

桐
乃
は
手
を
伸
ば
す
。

麻
「
じ
ゃ
あ
行
く
よ
。
」

麻
奈
実
は
足
場
に
飛
び
移
ろ
う
と
す
る
。

麻
「
え
い
っ
！
」

飛
び
移
っ
た
。

ガ
シ
ッ

麻
奈
実
は
桐
乃
の
手
を
掴
む
。

麻
「
わ
わ
わ
・
・
・
。
」

麻
奈
実
は
恐
れ
る
が
、

桐
「
ち
ゃ
ん
と
し
っ
か
り
掴
ん
で
よ
！
」

麻
「
は
、
は
い
。
」
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そ
う
言
う
と
麻
奈
実
は
慎
重
に
足
場
に
移
動
す
る
。

麻
「
危
な
か
っ
た
で
す
。
」

麻
奈
実
は
ほ
っ
と
す
る
。

京
「
よ
し
、
最
後
俺
行
く
ぞ
。
」

京
介
は
助
走
を
つ
け
て
、
足
場
に
移
動
し
よ
う
と
す
る
。

バ
ッ

飛
び
移
っ
た
。

ガ
シ
ッ

足
場
に
京
介
の
手
が
来
る
。

京
「
お
っ
と
っ
と
・
・
・
。
」

京
介
は
何
と
か
足
場
に
上
っ
て
く
る
。

京
「
よ
し
、
何
と
か
誰
も
落
ち
ず
に
、
第
３
ゾ
ー
ン
ま
で
つ
い
た
な
。
」

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム

沙
織
「
お
お
っ
、
３
人
と
も
す
ご
い
で
ご
ざ
る
な
。
」
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黒
猫
「
誰
も
落
ち
な
い
な
ん
て
あ
の
３
人
す
ご
い
・
・
・
。
」

大
河
「
あ
の
３
人
、
な
か
な
か
や
る
わ
ね
。
」

亜
美
「
本
当
に
侮
れ
な
い
わ
ね
。
」

竜
児
「
こ
れ
は
相
手
強
い
な
。
」

両
チ
ー
ム
、
３
人
を
褒
め
る
。

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

男
ナ
レ
「
な
ん
と
い
う
あ
ざ
や
か
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
！
何
か
と
張
り
合
い
な
が

ら
も
力
を
合
わ
せ
れ
ば
出
来
る
３
人
で
あ
る
。
」

女
ナ
レ
「
第
３
ゾ
ー
ン
、
ク
イ
ズ
ス
タ
ー
ト
で
す
。
床
が
傾
き
始
め
ま
す
。
」

床
　
再
指
導

床
が
傾
き
始
め
、
第
２
ゾ
ー
ン
の
足
場
が
な
く
な
る
。

女
ナ
レ
「
共
通
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ
、
正
解
ノ
ル
マ
は
１
問
。
問
題
。
」

１
・
１
２
月
２
日
、
Ａ
が
大
事
な
用
事
に
い
つ
来
れ
る
か
と
聞
い
て
、
Ｂ
が
来

週
な
ら
予
定
が
開
い
て
る
と
言
っ
て
、
Ａ
が
一
言
。

２
・
料
理
店
に
言
っ
て
、
お
い
し
い
と
評
判
の
カ
ニ
を
頼
ん
だ
ら
、
本
当
に
お

い
し
か
っ
た
の
で
一
言
。
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□
□
□
□
□
□
□
る

桐
「
こ
れ
難
し
い
わ
ね
・
・
・
。
」

麻
「
何
で
し
ょ
う
。
来
週
が
開
い
て
る
と
い
う
こ
と
は
一
週
間
後
で
す
よ
ね
。
」

京
「
１
２
月
２
日
が
か
な
り
重
要
な
所
だ
な
。
」

麻
「
一
週
間
後
と
い
う
こ
と
は
９
日
で
す
ね
。
」

桐
「
こ
こ
の
か
・
・
・
、
こ
こ
の
か
に
い
け
る
・
・
・
こ
こ
の
か
に
い
け
る
！
」

桐
乃
は
ボ
タ
ン
を
押
す
。

桐
「
『
こ
こ
の
か
に
い
け
る
』
！
」

ピ
ン
ポ
ン
ピ
ン
ポ
ー
ン

正
解
　
こ
こ
の
か
に
い
け
る
（
１
・
９
日
に
行
け
る
　
２
・
こ
こ
の
カ
ニ
い
け

こ
こ
の
か

る
）

壁
　
一
時
停
止

床
が
止
ま
る
　
床
３
６
．
１
度
　
残
り
２
分
４
０
秒

京
「
無
事
ク
リ
ア
し
た
な
。
」

そ
し
て
モ
ニ
タ
ー
に
フ
ァ
ラ
男
が
現
れ
る
。
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フ
ァ
ラ
男
「
い
や
～
、
君
た
ち
３
人
す
ご
い
よ
！
性
格
全
然
違
う
３
人
だ
け
ど

意
外
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
い
い
ん
だ
ね
。
」

桐
「
今
回
だ
け
よ
。
さ
す
が
に
人
を
見
捨
て
て
ゲ
ー
ム
は
で
き
な
い
わ
。
」

京
「
桐
乃
は
意
地
っ
張
り
だ
か
ら
な
。
」

麻
奈
実
「
私
も
こ
こ
ま
で
来
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
」

さ
あ
３
人
は
フ
ァ
ラ
男
像
を
獲
得
す
る
た
め
に
最
後
の
難
関
に
挑
む
。

果
た
し
て
フ
ァ
ラ
男
像
を
獲
得
で
き
る
か
・
・
・
。
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床
の
間
　
そ
の
３

見
事
床
の
間
で
誰
も
落
ち
ず
に
第
３
ゾ
ー
ン
ま
で
た
ど
り
着
い
た
俺
妹
チ
ー
ム

の
３
人
。

さ
あ
３
人
は
フ
ァ
ラ
男
像
を
獲
得
す
る
た
め
の
最
後
の
難
関
に
挑
む
。

男
ナ
レ
「
こ
こ
か
ら
３
人
は
、
黄
金
の
フ
ァ
ラ
男
像
へ
の
最
後
の
難
関
、
坂
落

ち
の
試
練
！

こ
れ
か
ら
出
題
さ
れ
る
の
は
３
択
ク
イ
ズ
。
正
解
と
同
じ
色
の
玉
を
手
に
取
り
、

坂
の
下
に
あ
る
顔
の
口
に
は
め
込
む
。
正
解
す
れ
ば
、
ス
テ
ー
ジ
ク
リ
ア
！
」

３
人
の
反
対
側
に
あ
る
方
向
に
赤
・
青
・
黄
色
の
３
つ
の
玉
が
あ
る
。

下
に
は
玉
を
入
れ
る
た
め
の
口
と
ボ
タ
ン
が
あ
る
。

男
ナ
レ
「
制
限
時
間
は
２
分
。
時
間
一
杯
ま
で
、
残
っ
て
い
る
メ
ン
バ
ー
が
チ

ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
。
」

フ
ァ
ラ
男
「
そ
れ
で
は
、
足
場
を
出
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
！
」

京
「
足
場
・
・
・
？
」

す
る
と
３
人
の
真
下
に
足
場
が
現
れ
た
。

桐
「
あ
れ
ね
。
」

麻
「
あ
そ
こ
ま
で
行
く
の
怖
い
な
・
・
・
。
」
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フ
ァ
ラ
男
「
そ
れ
で
は
、
皆
さ
ん
の
検
討
を
祈
り
ま
す
！
頑
張
っ
て
ね
ー
。
」

そ
う
言
う
と
モ
ニ
タ
ー
か
ら
フ
ァ
ラ
男
が
消
え
る
。

女
ナ
レ
「
そ
れ
で
は
、
坂
落
ち
の
試
練
、
ス
タ
ー
ト
で
す
。
」

カ
チ
ャ
ン

ロ
ー
プ
の
ロ
ッ
ク
が
解
除
さ
れ
、
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ピ
ー
ー
ー
ー
ー

坂
落
ち
の
試
練
　
開
始

２
分
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が
始
ま
る
。

床
　
再
始
動

床
が
傾
き
始
め
る
。

桐
「
ま
た
傾
い
て
き
た
わ
ね
。
」

女
ナ
レ
「
正
し
い
意
味
は
ど
れ
？
ク
イ
ズ
。
」

問
題
・
「
板
魚
」
の
正
し
い
意
味
を
次
の
３
つ
か
ら
選
び
な
さ
い
。

赤
・
ヒ
ラ
メ

青
・
カ
レ
イ

黄
色
・
サ
バ
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京
「
『
板
魚
』
・
・
・
？
あ
ま
り
聞
か
な
い
言
葉
だ
な
。
」

麻
「
ヒ
ラ
メ
と
カ
レ
イ
っ
て
何
が
違
う
の
か
な
？
」

桐
「
『
左
ヒ
ラ
メ
の
右
カ
レ
イ
』
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
わ
。
確

か
置
い
た
位
置
で
ヒ
ラ
メ
か
カ
レ
イ
か
と
い
う
こ
と
を
判
別
で
き
る
と
言
っ
て

い
た
わ
。
」

京
「
じ
ゃ
あ
ヒ
ラ
メ
か
カ
レ
イ
だ
な
。
サ
バ
は
な
ん
か
違
う
気
が
す
る
な
。
」

桐
「
確
か
ヒ
ラ
メ
の
方
が
カ
レ
イ
よ
り
貴
重
じ
ゃ
な
か
っ
た
じ
ゃ
な
い
か
し
ら

？
だ
っ
て
お
寿
司
で
ヒ
ラ
メ
は
あ
る
け
ど
カ
レ
イ
は
な
か
っ
た
し
。
」

麻
「
あ
あ
確
か
に
そ
う
言
わ
れ
れ
ば
。
じ
ゃ
あ
ヒ
ラ
メ
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
？
」

桐
「
ち
ょ
っ
と
ま
だ
確
定
し
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
け
ど
・
・
・
、
時
間
も
関
係
す

る
か
ら
じ
ゃ
あ
ヒ
ラ
メ
ね
。
」

京
「
じ
ゃ
あ
俺
が
行
こ
う
。
」

桐
「
あ
ん
た
大
丈
夫
な
の
？
」

京
「
大
丈
夫
だ
。
」

そ
う
言
う
と
京
介
は
、
ロ
ー
プ
の
あ
る
所
ま
で
行
こ
う
と
す
る
。

バ
ッ

京
介
は
ロ
ー
プ
を
掴
む
。
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京
「
危
ね
え
危
ね
え
・
・
・
。
」

京
介
も
こ
れ
に
は
ヒ
ヤ
ッ
と
す
る
も
、
玉
の
あ
る
所
ま
で
上
る
。

京
「
確
か
ヒ
ラ
メ
は
赤
だ
っ
た
な
。
」

桐
「
そ
う
よ
、
赤
よ
。
」

京
介
は
赤
の
玉
を
手
に
取
り
、
腰
に
引
っ
掛
け
て
い
る
ポ
ジ
ェ
ッ
ト
に
入
れ
る
。

京
「
あ
と
は
あ
そ
こ
ま
で
行
け
ば
。
」

京
介
は
深
呼
吸
を
し
て
、
真
下
の
足
場
に
降
り
よ
う
と
す
る
。

こ
こ
で
残
り
１
分
と
な
る
。

位
置
を
調
整
し
、
京
介
は
ロ
ー
プ
を
手
か
ら
離
す
。

そ
し
て
見
事
足
場
に
つ
く
。

京
「
よ
し
、
こ
れ
を
・
・
・
。
」

京
介
は
赤
の
玉
を
壁
の
口
に
入
れ
・
・
・
、

カ
チ
ッ

ボ
タ
ン
を
押
し
た
。

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
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沙
織
「
正
解
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
あ
る
な
。
」

黒
猫
「
当
た
っ
て
・
・
・
。
」

沙
織
と
黒
猫
は
祈
る
。

亜
美
「
間
違
え
ろ
！
間
違
え
ろ
！
」

亜
美
は
間
違
い
だ
と
祈
る
。

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

男
ナ
レ
「
こ
れ
が
正
解
な
ら
３
人
ク
リ
ア
と
な
る
！
果
た
し
て
！
？
」

ピ
ン
ポ
ン
ピ
ン
ポ
ー
ン

正
解

桐
「
正
解
？
」

京
「
そ
う
み
た
い
だ
。
」
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女
ナ
レ
「
坂
落
ち
の
試
練
、
成
功
で
す
。
」

麻
「
ク
リ
ア
で
す
か
？
」

桐
「
正
解
し
た
か
ら
、
そ
う
に
決
ま
っ
て
い
る
じ
ゃ
な
い
。
」

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

沙
織
「
お
お
～
！
３
人
成
功
し
た
で
ご
ざ
る
な
！
」

黒
猫
「
お
見
事
。
」

喜
ぶ
２
人
。

亜
美
「
あ
ち
ゃ
ー
、
正
解
さ
れ
ち
ゃ
っ
た
わ
ね
。
」

竜
児
「
こ
れ
は
俺
た
ち
の
チ
ー
ム
苦
し
く
な
る
な
。
」

と
ら
ド
ラ
チ
ー
ム
に
不
安
が
声
が
出
る
が
、

大
河
「
で
も
ま
だ
私
た
ち
の
チ
ー
ム
、
挑
戦
し
て
い
な
い
で
し
ょ
？
私
た
ち
も

た
く
さ
ん
稼
げ
ば
い
い
話
じ
ゃ
な
い
。

竜
児
「
ま
あ
そ
れ
は
そ
う
だ
け
ど
な
。
」

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

そ
し
て
床
が
元
に
戻
る
。
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京
「
本
当
に
誰
も
落
ち
ず
に
成
功
す
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
な
。
」

京
介
は
少
し
疲
れ
た
表
情
を
見
せ
る
。

ピ
ー
ー
ー

宝
箱
の
ロ
ッ
ク
が
解
除
さ
れ
、
３
体
の
フ
ァ
ラ
男
像
が
出
て
く
る
。

３
人
は
フ
ァ
ラ
男
像
を
手
に
取
る
。

男
ナ
レ
「
俺
妹
チ
ー
ム
、
息
の
合
っ
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
お
か
げ
で
３
人
分
の

フ
ァ
ラ
男
像
を
ゲ
ッ
ト
！
」

３
人
は
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
に
戻
る
。

フ
ァ
ラ
男
「
君
た
ち
本
当
に
す
ご
い
ね
ー
。
最
後
も
３
人
で
考
え
た
末
、
正
解

し
た
ん
だ
か
ら
。
」

桐
乃
「
ふ
ん
、
別
に
協
力
し
た
く
て
し
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
の
よ
。
」

ツ
ン
と
し
た
表
情
を
す
る
桐
乃
。

京
介
「
桐
乃
、
や
っ
ぱ
お
前
本
当
に
強
情
っ
ぱ
り
だ
な
。
」

少
し
あ
き
れ
る
京
介
。

フ
ァ
ラ
男
「
じ
ゃ
あ
俺
妹
チ
ー
ム
、
大
活
躍
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
宣
伝
を
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し
て
も
ら
い
ま
す
！
宣
伝
は
後
書
き
に
方
で
！
」

次
は
と
ら
ド
ラ
チ
ー
ム
が
挑
戦
。
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床
の
間
　
そ
の
３
（
後
書
き
）

１
２
月
７
日
「
俺
の
妹
が
こ
ん
な
に
可
愛
い
わ
け
が
な
い
Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｌ
ｅ
ｔ
ｅ

　
Ｃ
ｏ
ｌ
ｌ
ｅ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
＋
～
俺
妹
コ
ン
プ
＋
！
」
が
発
売
！

ア
ニ
メ
で
放
送
さ
れ
て
流
れ
た
Ｅ
Ｄ
曲
が
勢
ぞ
ろ
い
！

新
録
ボ
ー
ナ
ス
ト
ラ
ッ
ク
曲
も
あ
る
よ
！
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と
ら
ド
ラ
チ
ー
ム
の
挑
戦
　
洞
窟
の
間
　
そ
の
１

と
ら
ド
ラ
チ
ー
ム
が
挑
戦
す
る
第
１
ス
テ
ー
ジ
は
洞
窟
の
間
。

挑
戦
す
る
の
は
、
逢
坂
大
河
・
北
村
祐
作
・
川
嶋
亜
美
の
３
人
。

大
河
は
好
意
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
る
北
村
と
犬
猿
の
仲
の
亜
美
で
果
た
し

て
チ
ー
ム
を
う
ま
く
ま
と
め
ら
れ
る
か
！
？

３
人
は
部
屋
に
入
る
。

亜
美
「
こ
こ
が
私
た
ち
が
挑
む
ス
テ
ー
ジ
？
」

北
村
「
１
か
ら
３
と
書
か
れ
た
扉
み
た
い
な
も
の
が
あ
る
な
。
」

大
河
「
こ
れ
、
『
こ
こ
開
け
て
」
っ
て
書
い
て
あ
る
わ
ね
。
」

大
河
は
『
こ
こ
開
け
て
』
と
書
か
れ
た
壁
を
剥
が
し
て
開
け
る
。

モ
ニ
タ
ー
が
現
れ
る
。

そ
し
て
モ
ニ
タ
ー
に
フ
ァ
ラ
男
が
。

フ
ァ
ラ
男
「
フ
ァ
ー
ラ
フ
ァ
ラ
フ
ァ
ラ
フ
ァ
ラ
、
よ
う
こ
そ
洞
窟
の
間
へ
！
大

河
、
そ
の
２
人
で
ち
ゃ
ん
と
ま
と
め
ら
れ
る
？
こ
の
ス
テ
ー
ジ
は
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
大
事
よ
。
」

大
河
「
北
村
君
は
頼
り
に
な
り
そ
う
な
所
が
あ
る
け
ど
、
問
題
は
ば
か
ち
ー
（

亜
美
の
事
）
の
方
だ
。
」

亜
美
「
そ
れ
は
ど
ー
ゆ
ー
意
味
な
の
？
私
が
信
用
で
き
な
い
っ
て
言
い
た
い
の
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？
」

大
河
「
私
を
い
な
く
さ
せ
よ
う
と
、
何
か
し
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
の
よ
。
」

亜
美
「
ま
あ
逢
坂
さ
ん
、
本
当
に
素
直
じ
ゃ
な
い
わ
ね
。
」

北
村
「
こ
の
２
人
が
う
ま
く
絡
み
合
え
ば
い
い
け
ど
な
あ
・
・
・
。
」

北
村
は
２
人
が
ケ
ン
カ
に
な
ら
な
い
か
を
心
配
し
て
い
る
。

男
ナ
レ
「
こ
の
部
屋
の
ル
ー
ル
を
説
明
し
よ
う
。
ま
ず
３
つ
の
洞
窟
で
そ
れ
ぞ

れ
３
択
ク
イ
ズ
に
挑
戦
。
洞
窟
内
に
あ
る
、
３
つ
の
宝
玉
の
中
か
ら
、
正
解
だ

と
思
う
も
の
を
選
び
解
答
。
但
し
、
選
択
肢
が
見
れ
る
の
は
洞
窟
の
中
だ
け
。

そ
の
た
め
１
人
が
洞
窟
の
中
へ
入
り
、
選
択
肢
を
仲
間
に
伝
え
、
相
談
し
て
答

え
を
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ク
イ
ズ
に
正
解
す
れ
ば
、
最
後
の
難
関
に
挑

戦
す
る
た
め
の
石
版
を
獲
得
で
き
る
。
し
か
し
不
正
解
だ
と
、
洞
窟
の
床
が
開

き
、
奈
落
の
底
へ
。
制
限
時
間
は
１
０
分
。
３
人
は
通
信
機
で
情
報
交
換
し
、

相
談
し
な
が
ら
３
択
問
題
の
攻
略
を
目
指
す
！
」

ア
イ
ヤ
ー
ホ
イ
ヤ
ー

チ
ャ
レ
ン
ジ
開
始

大
河
「
始
ま
っ
た
よ
う
ね
。
」

女
ナ
レ
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
タ
ー
ト
で
す
。
」

そ
し
て
モ
ニ
タ
ー
に
１
０
：
０
０
と
表
示
さ
れ
る
。
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祐
作
「
１
０
分
と
書
い
て
あ
る
。
」

ピ
ー
ー
ー
ー

タ
イ
マ
ー
が
動
く
。

亜
美
「
動
い
た
わ
ね
。
」

こ
こ
か
ら
は
、
大
河
↓
大
、
北
村
↓
北
、
亜
美
↓
亜
と
省
略
し
ま
す
。

女
ナ
レ
「
第
１
問
。
次
の
う
ち
、
漫
画
『
Ｓ
Ｋ
Ｅ
Ｔ
　
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
』
の
子
供

向
け
劇
中
ア
ニ
メ
『
２
人
は
ナ
ー
バ
ス
！
』
で
女
性
主
人
公
２
人
の
正
し
い
人

物
像
は
、
ど
れ
で
し
ょ
う
。
」

大
「
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
？
」

そ
し
て
第
１
の
洞
窟
の
扉
が
開
く
。

大
「
誰
が
行
く
？
」

亜
「
逢
坂
さ
ん
が
言
っ
た
方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
」

大
「
何
で
私
が
。
」

亜
「
こ
こ
は
メ
イ
ン
ヒ
ロ
イ
ン
が
バ
シ
ッ
と
い
っ
て
、
高
須
く
ん
に
い
い
と
こ

見
せ
た
方
が
い
い
の
じ
ゃ
な
い
の
？
」

大
「
そ
、
そ
う
か
？
」
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北
「
早
く
し
な
い
と
時
間
過
ぎ
る
ぞ
。
」

大
「
わ
か
っ
た
、
私
が
行
く
よ
。
」

大
河
は
洞
窟
に
入
る
。

そ
し
て
扉
が
閉
ま
る
。

北
「
逢
坂
、
選
択
肢
何
て
書
い
て
あ
る
？
」

大
河
は
モ
ニ
タ
ー
の
選
択
肢
を
見
る
。

大
「
ん
ー
と
赤
が
『
生
真
面
目
な
女
子
学
級
委
員
長
と
凶
暴
な
女
ヤ
ン
キ
ー
』
、

青
が
『
婚
約
者
で
結
婚
間
近
の
女
性
と
妊
娠
中
の
女
性
』
、
黄
色
が
『
２
人
と

も
女
性
お
笑
い
コ
ン
ビ
』
っ
て
書
い
て
あ
る
。
」

北
「
そ
れ
、
本
当
に
問
題
の
選
択
肢
か
？
」

大
「
確
か
に
そ
う
書
い
て
あ
る
わ
よ
。
」

北
村
は
半
信
半
疑
そ
う
な
顔
を
し
な
が
ら
も
選
択
肢
を
ボ
ー
ド
に
書
く
。

北
「
な
ん
か
こ
の
中
だ
っ
た
ら
あ
り
え
そ
う
な
の
は
『
学
級
委
員
長
と
ヤ
ン
キ

ー
』
な
気
が
す
る
な
。
」

大
「
で
も
な
、
大
抵
コ
メ
デ
ィ
系
の
漫
画
や
ア
ニ
メ
に
出
て
く
る
劇
中
作
っ
て
、

お
ち
ゃ
ら
け
て
普
通
だ
っ
た
ら
あ
り
え
な
い
よ
う
な
設
定
が
多
く
入
っ
て
る
の

じ
ゃ
な
い
の
？
」

亜
「
確
か
に
そ
う
ね
。
絶
望
先
生
だ
っ
て
、
モ
デ
ル
に
し
た
有
名
人
と
か
を
お
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も
し
ろ
お
か
し
く
描
い
て
い
る
わ
ね
。
」

大
「
そ
う
、
だ
か
ら
私
は
青
か
黄
色
だ
と
考
え
る
わ
ね
。
」

北
「
な
る
ほ
ど
な
。
」

亜
「
そ
れ
か
ら
『
ナ
ー
バ
ス
』
っ
て
ど
う
い
う
意
味
な
の
？
」

そ
れ
を
聞
い
て
北
村
は
、

北
「
確
か
く
よ
く
よ
し
や
す
い
と
か
、
神
経
質
と
か
・
・
・
。
」

亜
「
あ
っ
そ
う
な
の
祐
作
。
」

亜
美
は
納
得
す
る
。

大
「
神
経
質
ね
・
・
・
。
」

大
河
は
そ
れ
を
ヒ
ン
ト
に
考
え
る
。

大
「
そ
れ
を
聞
い
た
ら
な
ん
か
答
え
は
『
婚
約
者
と
妊
娠
中
の
女
性
』
と
感
じ

る
わ
ね
。
」

北
「
本
当
か
？
」

大
「
な
ん
か
女
性
の
お
笑
い
タ
レ
ン
ト
っ
て
神
経
質
な
感
じ
の
人
少
な
い
感
じ

が
す
る
。
だ
か
ら
お
笑
い
コ
ン
ビ
は
な
い
と
考
え
た
。
婚
約
者
と
妊
娠
し
て
い

る
女
性
の
２
人
な
ら
意
気
投
合
し
て
語
り
合
い
そ
う
な
気
が
す
る
。
」

北
「
そ
う
か
。
」
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北
村
は
ま
あ
賛
成
と
い
う
顔
を
す
る
が
亜
美
は
、

亜
「
私
は
お
笑
い
の
方
が
い
い
と
思
う
わ
ね
。
」

大
「
何
で
だ
？
」

亜
「
そ
の
お
笑
い
コ
ン
ビ
が
『
ナ
ー
バ
ス
』
っ
て
い
う
名
前
の
コ
ン
ビ
だ
と
考

え
た
ら
あ
り
え
そ
う
じ
ゃ
な
い
？
今
の
時
代
、
様
々
な
名
前
の
お
笑
い
の
グ
ル

ー
プ
が
い
る
し
。
」

大
「
あ
あ
そ
れ
も
あ
り
え
る
。
で
も
神
経
質
と
い
う
意
味
を
考
え
た
ら
青
が
い

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
、
私
は
。
」

亜
「
そ
う
？
私
は
黄
色
だ
と
思
う
け
ど
？
」

大
「
こ
れ
間
違
え
た
ら
私
が
落
ち
る
の
よ
。
」

亜
「
あ
っ
、
そ
う
か
。
ふ
ふ
っ
。
」

亜
美
の
口
を
聞
い
て
大
河
は
、

大
「
（
こ
い
つ
、
私
を
落
と
す
気
ま
ん
ま
ん
だ
な
・
・
。
）
と
に
か
く
青
よ
。

い
い
？
」

北
「
じ
ゃ
あ
そ
れ
で
い
こ
う
。
」

大
「
じ
ゃ
あ
置
く
わ
よ
。
」

大
河
は
青
の
玉
を
台
座
に
置
こ
う
と
す
る
。
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カ
チ
ッ

置
い
た

男
ナ
レ
「
大
河
と
亜
美
が
ケ
ン
カ
に
な
り
な
が
ら
も
、
最
後
は
自
分
の
意
見
を

通
し
て
青
を
選
択
！
間
違
え
れ
ば
奈
落
の
底
へ
！
果
た
し
て
！
？
」

ピ
ン
ポ
ー
ン

正
解

大
「
や
っ
ぱ
り
そ
う
だ
っ
た
。
」

北
「
逢
坂
の
決
断
が
よ
か
っ
た
な
。
」
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解
説
・
２
人
は
ナ
ー
バ
ス
　
婚
約
済
み
で
あ
る
マ
リ
ッ
ジ
・
ブ
ル
ー
こ
と
葵
青

子
と
、
妊
娠
中
の
マ
タ
ニ
テ
ィ
・
ブ
ル
ー
こ
と
紺
野
藍
が
お
互
い
の
人
生
に
つ

い
て
語
り
合
い
な
が
ら
、
次
々
と
現
れ
る
悪
者
を
倒
す
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
。

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム

竜
児
「
お
っ
、
正
解
し
た
か
。
」

「
や
っ
た
っ
た
、
ま
ず
１
問
！
」

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

正
解
し
、
３
枚
の
石
版
が
出
て
く
る

そ
し
て
扉
が
開
く
。

大
「
よ
し
、
こ
れ
を
・
・
・
。
」

大
河
は
石
版
を
持
っ
て
外
に
出
る
。

北
「
よ
し
、
石
版
を
こ
こ
に
・
・
・
。
」

石
版
を
パ
ズ
ル
の
あ
る
所
に
置
く
。

残
り
６
分
２
０
秒

果
た
し
て
２
問
目
は
ど
ん
な
問
題
か
・
・
・
。
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と
ら
ド
ラ
チ
ー
ム
の
挑
戦
　
洞
窟
の
間
　
そ
の
１
（
後
書
き
）

そ
う
い
え
ば
僕
の
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
の
挑
戦
者
で
釘
宮
理
恵
さ
ん
キ
ャ
ラ
っ
て
、
全
員

洞
窟
の
間
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
ね
。
（
神
楽
と
ナ
ギ
と
大
河
）

ち
ょ
っ
と
こ
れ
は
偶
然
な
感
じ
が
し
な
い
で
も
あ
り
ま
せ
ん
（
笑
）
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洞
窟
の
間
　
そ
の
２

洞
窟
の
間
に
挑
戦
し
て
い
る
と
ら
ド
ラ
チ
ー
ム
の
大
河
・
北
村
・
亜
美
。

１
問
目
の
問
題
を
正
解
し
て
、
２
問
目
に
問
題
に
挑
む
所
だ
。

女
ナ
レ
「
第
２
問
。
次
の
う
ち
、
ド
ラ
マ
Ｃ
Ｄ
『
灼
眼
の
シ
ャ
ナ
』
で
、
シ
ャ

ナ
役
を
演
じ
た
声
優
は
、
誰
で
し
ょ
う
？

ち
な
み
に
そ
れ
は
２
０
０
４
年
に
発
売
さ
れ
ま
し
た
。
（
ア
ニ
メ
は
２
０
０
５

年
に
開
始
）
」

大
「
ド
ラ
マ
Ｃ
Ｄ
の
シ
ャ
ナ
？
」

そ
し
て
第
２
の
洞
窟
の
扉
が
開
く
。

大
「
シ
ャ
ナ
は
私
の
中
の
人
が
演
じ
た
か
ら
、
私
が
行
く
。
」

大
河
は
洞
窟
に
入
る
。

北
「
選
択
肢
は
？
」

大
「
赤
が
『
堀
江
由
衣
』
で
、
青
が
『
田
村
ゆ
か
り
』
で
、
黄
色
が
『
野
川
さ

く
ら
』
よ
。
」

北
村
は
選
択
肢
を
ボ
ー
ド
に
書
く
。

亜
「
こ
れ
難
し
い
わ
ね
。
」

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
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実
乃
梨
「
あ
っ
、
何
か
私
、
心
辺
り
あ
る
か
も
・
・
・
。
」

竜
児
「
何
だ
っ
て
？
」

実
乃
梨
「
私
の
中
の
人
が
や
っ
て
い
た
よ
う
な
・
・
・
。
」

竜
児
「
そ
れ
、
本
当
か
！
？
」

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

北
「
ち
ょ
っ
と
逢
坂
、
シ
ャ
ナ
の
真
似
し
て
く
れ
な
い
か
？
」

大
「
シ
ャ
ナ
も
真
似
？
」

北
「
そ
う
だ
。
」

大
河
は
シ
ャ
ナ
の
真
似
を
す
る
。

大
「
お
前
は
も
う
存
在
し
な
い
。
う
る
さ
い
う
る
さ
い
う
る
さ
い
！
」

北
「
な
る
ほ
ど
、
こ
う
い
う
イ
メ
ー
ジ
か
。
」

大
「
何
か
わ
か
っ
た
？
」

北
「
う
ー
ん
、
や
っ
ぱ
り
く
ぎ
み
ー
の
声
じ
ゃ
な
い
と
シ
ャ
ナ
の
イ
メ
ー
ジ
が

つ
か
な
い
な
。
」

大
「
そ
れ
は
そ
う
よ
！
」
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亜
「
ほ
っ
ち
ゃ
ん
っ
て
、
シ
ャ
ナ
や
る
イ
メ
ー
ジ
と
は
思
え
な
い
わ
ね
。
」

大
「
最
近
、
野
川
さ
く
ら
っ
て
見
な
い
わ
ね
。
２
０
０
４
年
当
時
は
人
気
あ
っ

た
ら
し
い
け
ど
。
」

北
「
で
も
野
川
さ
く
ら
さ
ん
も
・
・
・
、
や
っ
た
ら
ハ
マ
る
と
思
う
ん
じ
ゃ
な

い
か
？
」

大
「
で
も
野
川
さ
ん
は
違
う
と
思
う
わ
。
」

亜
「
じ
ゃ
、
消
去
法
で
ゆ
か
り
ん
？
」

大
「
う
ー
ん
、
そ
れ
に
な
る
わ
ね
。
」

北
「
で
も
ゆ
か
り
ん
さ
ん
と
く
ぎ
み
ー
さ
ん
っ
て
、
声
が
似
て
る
雰
囲
気
に
感

じ
な
い
と
い
う
こ
と
も
な
い
ぞ
。
」

亜
「
だ
っ
た
ら
、
ゆ
か
り
ん
じ
ゃ
な
い
？
」

大
「
そ
う
か
？
私
は
ま
だ
そ
れ
が
答
え
と
い
う
自
身
が
な
い
け
ど
。
」

亜
「
ゆ
か
り
ん
は
こ
の
時
（
２
０
０
４
年
）
、
人
気
が
起
動
に
乗
る
時
期
だ
っ

た
か
ら
、
演
じ
て
も
お
か
し
く
な
い
時
期
じ
ゃ
な
い
？
」

大
「
そ
う
か
？
」

北
「
時
間
が
そ
ろ
そ
ろ
４
分
に
な
る
ぞ
。
」

大
「
わ
か
っ
た
、
じ
ゃ
あ
ゆ
か
り
ん
で
行
こ
う
。
」
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ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

実
乃
梨
「
違
う
違
う
！
ゆ
か
り
ん
じ
ゃ
な
い
っ
て
！
」

実
乃
梨
は
間
違
い
だ
と
指
摘
す
る
。

竜
児
「
大
河
ま
ず
い
な
・
・
・
。
」

竜
児
は
不
安
に
な
る
。

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

大
「
じ
ゃ
あ
青
置
く
わ
ね
。
」

大
河
は
青
の
玉
を
台
座
に
置
こ
う
と
す
る
。

カ
チ
ッ

置
い
た
。

男
ナ
レ
「
悩
ん
だ
末
、
青
と
解
答
！
し
か
し
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
の
２
人
は
違
う

と
指
摘
！
果
た
し
て
ど
う
な
る
！
？
」
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ブ
ー
ッ

不
正
解

北
「
あ
れ
っ
、
違
う
！
？
」

大
「
え
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
・
・
・
、
」

そ
し
て
・
・
・
、

パ
カ
ッ

大
「
わ
あ
あ
っ
！
」

床
が
開
き
、
大
河
は
奈
落
の
底
へ
・
・
・
。

亜
「
逢
坂
さ
ん
ど
う
な
っ
た
の
？
」

北
「
多
分
落
ち
た
・
・
・
。
」

女
ナ
レ
「
大
河
さ
ん
。
失
格
で
す
。
」

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
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実
乃
梨
「
あ
あ
～
、
落
ち
ち
ゃ
っ
た
。
」

竜
児
「
大
河
や
っ
ち
ま
っ
た
・
・
・
。
」

２
人
は
が
っ
か
り
。

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

男
ナ
レ
「
逢
坂
大
河
、
悩
ん
で
決
め
る
も
あ
え
な
く
奈
落
の
底
へ
。
脱
落
～
。
」

大
河
が
い
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
第
２
の
扉
が
開
く
。

亜
「
じ
ゃ
あ
私
行
く
わ
。
」

亜
美
が
洞
窟
の
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。

亜
「
ど
れ
だ
と
思
う
？
」

北
「
だ
か
ら
自
分
も
そ
れ
が
わ
か
ら
な
い
ん
だ
。
ゆ
か
り
ん
さ
ん
で
な
け
れ
ば
・

・
・
。
」

亜
「
じ
ゃ
あ
ほ
っ
ち
ゃ
ん
に
す
る
？
」

北
「
ど
う
だ
ろ
う
な
・
・
・
、
で
も
彼
女
も
や
っ
て
み
れ
ば
意
外
と
・
・
・
。
」

亜
「
じ
ゃ
あ
赤
に
す
る
わ
ね
。
」

北
「
亜
美
の
言
う
こ
と
を
信
じ
よ
う
。
」
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亜
「
じ
ゃ
あ
行
く
わ
。
」

亜
美
は
青
の
玉
を
し
ま
っ
て
、
赤
の
玉
を
台
座
に
置
こ
う
と
す
る
。

カ
チ
ッ

置
い
た
。

ピ
ン
ポ
ー
ン

正
解

亜
「
正
解
だ
っ
た
わ
。
」

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

実
乃
梨
「
や
っ
ぱ
り
私
の
中
の
人
だ
っ
た
ね
。
」

竜
児
「
大
河
が
落
ち
た
の
は
残
念
だ
っ
た
な
・
・
・
。
」

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
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そ
し
て
３
枚
の
石
版
が
出
て
く
る
。
扉
も
開
く
。

亜
美
は
石
版
を
持
っ
て
外
に
出
る
。

北
「
よ
し
、
あ
と
１
問
。
」

残
り
３
分
と
な
る
。

女
ナ
レ
「
第
３
問
。
次
の
う
ち
、
最
も
多
く
既
刊
さ
れ
て
い
る
漫
画
は
ど
れ
で

し
ょ
う
？
」

第
３
の
扉
が
開
く
。

北
「
俺
が
行
く
。
」

北
村
が
洞
窟
に
入
る
。

亜
「
選
択
肢
は
何
？
」

北
「
赤
が
『
魔
法
先
生
ネ
ギ
ま
！
』
、
青
が
『
銀
魂
』
、
黄
色
が
『
史
上
最
強

の
弟
子
ケ
ン
イ
チ
』
。
」

亜
美
は
ボ
ー
ド
に
選
択
肢
を
書
く
。

亜
「
ネ
ギ
ま
は
違
う
気
が
す
る
ん
じ
ゃ
な
い
？
」

北
「
確
か
に
そ
う
だ
な
。
ネ
ギ
ま
の
作
者
は
休
載
が
多
い
と
聞
く
か
ら
、
そ
う

な
る
と
漫
画
の
発
売
が
そ
の
分
遅
れ
る
か
ら
ね
。
」

亜
「
そ
う
な
る
と
銀
魂
か
ケ
ン
イ
チ
の
ど
れ
か
？
」
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北
「
そ
う
い
う
事
に
な
る
な
。
」

亜
「
銀
魂
っ
て
、
４
０
巻
超
え
て
い
た
気
が
す
る
わ
。
」

北
「
で
も
ケ
ン
イ
チ
っ
て
何
か
連
載
の
歴
史
が
長
そ
う
な
気
が
す
る
ん
だ
。
」

亜
「
そ
う
な
の
？
」

北
「
あ
あ
、
そ
う
な
ら
ケ
ン
イ
チ
も
４
０
巻
超
え
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
」

２
人
は
考
え
る
。

北
「
い
や
、
絶
対
ケ
ン
イ
チ
の
方
が
多
い
。
銀
魂
は
な
ん
か
最
近
と
い
う
感
じ

が
し
て
い
る
。
」

亜
「
じ
ゃ
あ
そ
れ
に
し
た
ら
？
」

北
「
う
ん
、
そ
う
し
よ
う
。
」

北
村
は
黄
色
の
玉
を
台
座
に
置
こ
う
と
す
る
。

カ
チ
ッ

置
い
た
。

男
ナ
レ
「
北
村
、
ケ
ン
イ
チ
の
方
が
連
載
の
歴
史
が
長
い
と
イ
メ
ー
ジ
し
、
黄

色
を
選
択
！
果
た
し
て
！
？
」
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ピ
ン
ポ
ー
ン

正
解

北
「
よ
し
、
正
解
だ
！
」

亜
「
祐
作
の
言
う
と
お
り
だ
っ
た
わ
ね
。
」

残
り
　
１
分
２
８
秒

解
説
　
魔
法
先
生
ネ
ギ
ま
！
　
３
６
巻

　
　
　
銀
魂
　
４
２
巻

　
　
　
史
上
最
強
の
弟
子
ケ
ン
イ
チ
　
４
５
巻

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

竜
児
「
北
村
、
好
判
断
だ
っ
た
な
。
」

実
乃
梨
「
こ
れ
で
ク
リ
ア
見
え
て
き
た
ね
！
」

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
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モ
ニ
タ
ー
に
フ
ァ
ラ
男
が
現
れ
る
。

フ
ァ
ラ
男
「
よ
く
ぞ
こ
こ
ま
で
辿
り
着
き
ま
し
た
。
」

亜
「
ま
あ
ね
。
」

フ
ァ
ラ
男
「
と
こ
ろ
で
亜
美
、
も
し
か
し
て
大
河
が
い
な
く
な
っ
て
、
何
か
居

心
地
良
い
感
じ
が
す
る
？
」

亜
美
は
し
れ
っ
と
し
な
が
ら
、

亜
「
さ
あ
ね
、
ど
う
か
し
ら
。
」

フ
ァ
ラ
男
「
何
か
腹
黒
い
感
じ
丸
出
し
だ
な
ー
。
」

こ
れ
か
ら
２
人
は
フ
ァ
ラ
男
像
を
獲
得
す
る
た
め
の
最
後
の
難
関
に
挑
む
。

果
た
し
て
フ
ァ
ラ
男
像
を
獲
得
で
き
る
か
・
・
・
。



56

洞
窟
の
間
　
そ
の
３

見
事
、
洞
窟
の
間
で
３
問
の
ク
イ
ズ
を
正
解
し
た
と
ら
ド
ラ
チ
ー
ム
。

し
か
し
大
河
は
失
格
と
な
り
、
残
っ
た
の
は
北
村
と
亜
美
。

果
た
し
て
フ
ァ
ラ
男
像
を
獲
得
で
き
る
か
・
・
・
。

男
ナ
レ
「
こ
こ
か
ら
は
、
フ
ァ
ラ
男
像
を
か
け
た
最
後
の
難
関
、
石
版
の
試
練
！

挑
戦
者
が
挑
む
の
は
、
漢
字
石
版
パ
ズ
ル
。
石
版
は
第
１
と
第
２
の
洞
窟
で
３

枚
ず
つ
、
第
３
の
洞
窟
で
４
枚
入
手
。
制
限
時
間
内
に
１
０
枚
の
石
版
で
３
文

字
の
言
葉
を
３
つ
作
る
こ
と
が
で
き
た
ら
ク
リ
ア
。
た
だ
し
１
枚
は
ダ
ミ
ー
と

な
っ
て
い
る
。
制
限
時
間
は
１
分
３
０
秒
。
」

そ
し
て
第
３
の
扉
が
開
く
。

フ
ァ
ラ
男
「
石
版
の
試
練
、
ス
タ
ー
ト
！
」

ピ
ー
ー
ー

ス
タ
ー
ト
し
た
。

そ
し
て
４
枚
の
石
版
が
出
て
く
る
。

北
「
早
く
持
っ
て
出
よ
う
！
」

北
村
は
４
枚
の
石
版
を
持
っ
て
外
に
出
る
。

２
人
は
石
版
パ
ズ
ル
に
向
か
う
。
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３
文
字
の
言
葉
を
３
つ
作
れ
。
（
た
だ
し
１
枚
は
ダ
ミ
ー
）

海
・
科
・
地
・
御
・
小
・
大
・
在
・
中
・
所
・
児

亜
「
こ
れ
、
『
大
中
小
』
じ
ゃ
な
い
？
」

北
「
そ
う
か
？
じ
ゃ
あ
一
応
並
べ
よ
う
。
」

大
中
小
と
並
べ
る
。

北
「
『
所
在
地
』
が
あ
る
な
。
」

所
在
地
と
並
べ
る
。

北
「
あ
れ
？
こ
れ
じ
ゃ
残
り
並
べ
て
も
意
味
不
明
に
な
る
な
？
」

亜
「
じ
ゃ
あ
こ
れ
違
う
っ
て
こ
と
？
」

北
「
そ
う
み
た
い
だ
。
」

改
め
て
考
え
直
す
。

亜
「
こ
の
『
児
』
、
何
か
し
ら
？
」

そ
れ
を
見
て
北
村
は
、

北
「
ん
？
小
児
・
・
・
あ
っ
、
『
小
児
科
』
だ
。
」

亜
「
確
か
に
あ
る
わ
ね
。
」
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小
児
科
と
並
べ
る
。

女
ナ
レ
「
残
り
１
分
で
す
。
」

北
「
次
は
何
だ
ろ
う
な
。
」

亜
「
地
中
・
・
・
地
海
・
・
・
。
」

北
「
こ
れ
は
『
地
中
海
』
だ
な
。
」

地
中
海
と
並
べ
る
。

亜
「
こ
の
残
り
で
作
れ
る
？
」

残
っ
た
石
版
を
２
人
は
じ
っ
と
見
る
。

北
「
・
・
・
わ
か
っ
た
！
『
大
御
所
』
だ
！
」

亜
「
あ
、
そ
れ
よ
！
」

女
ナ
レ
「
残
り
３
０
秒
で
す
。
」

大
御
所
と
並
べ
る
。

１
・
小
児
科

２
・
地
中
海

３
・
大
御
所

カ
チ
ッ
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北
村
は
ボ
タ
ン
を
押
す
。

ピ
ン
ポ
ン
ピ
ン
ポ
ー
ン

亜
「
正
解
？
」

女
ナ
レ
「
石
版
の
試
練
、
成
功
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」

北
「
ク
リ
ア
の
よ
う
だ
ね
。
」

亜
「
や
っ
た
わ
ね
。
」

残
り
２
５
秒
で
解
く
。

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム

実
乃
梨
「
や
っ
た
や
っ
た
！
」

実
乃
梨
は
喜
ぶ
。

竜
児
「
こ
れ
で
差
が
縮
ま
っ
た
な
。
」

桐
乃
「
相
手
チ
ー
ム
も
ク
リ
ア
し
て
１
ポ
イ
ン
ト
差
ね
。
」
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ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

そ
し
て
石
版
が
開
き
、
フ
ァ
ラ
男
像
が
出
て
く
る
。

２
人
は
２
体
の
フ
ァ
ラ
男
像
を
手
に
取
る
。

北
「
逢
坂
が
い
な
く
な
っ
て
、
そ
の
分
取
れ
な
か
っ
た
の
が
残
念
だ
っ
た
。
」

男
ナ
レ
「
と
ら
ド
ラ
チ
ー
ム
、
終
始
冷
静
で
石
版
の
試
練
を
ク
リ
ア
し
、
フ
ァ

ラ
男
像
２
体
獲
得
！
」

３
人
は
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
に
戻
る
。

フ
ァ
ラ
男
「
２
人
と
も
、
よ
く
頑
張
り
ま
し
た
。
」

大
河
「
途
中
か
ら
私
の
立
場
が
な
く
な
っ
て
、
全
然
う
れ
し
い
気
が
し
な
い
。
」

フ
ァ
ラ
男
「
て
い
う
か
さ
、
逆
に
大
河
が
い
な
く
な
っ
て
、
後
が
や
り
す
く
な

っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
な
？
」

大
河
「
何
だ
そ
れ
は
！
？
ど
う
い
う
こ
と
よ
！
？
」

亜
美
「
確
か
に
そ
う
か
も
ね
。
」

亜
美
は
ふ
ふ
っ
と
言
う
。

大
河
「
お
前
・
・
・
！
」
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大
河
は
亜
美
を
手
を
出
し
か
け
よ
う
と
す
る
が
、
竜
児
が
止
め
に
入
る
。

こ
こ
ま
で
の
フ
ァ
ラ
男
像
獲
得
数
は
俺
妹
チ
ー
ム
３
体
、
と
ら
ド
ラ
チ
ー
ム
２

体
で
俺
妹
チ
ー
ム
が
リ
ー
ド
。

勝
負
の
結
果
は
次
の
ス
テ
ー
ジ
で
決
ま
る
。

果
た
し
て
勝
つ
の
は
ど
ち
ら
か
・
・
・
。



62

洞
窟
の
間
　
そ
の
３
（
後
書
き
）

現
在
、
と
ら
ド
ラ
ド
ラ
マ
Ｃ
Ｄ
第
１
巻
が
絶
賛
発
売
中
！
亜
美
を
メ
イ
ン
と
し

た
ド
ラ
マ
Ｃ
Ｄ
で
す
！
他
に
も
実
乃
梨
を
メ
イ
ン
と
し
た
第
２
巻
も
１
２
月
２

１
日
に
発
売
！
大
河
も
後
に
発
売
さ
れ
る
よ
！

さ
ら
に
来
年
１
月
２
５
日
に
は
ベ
ス
ト
ア
ル
バ
ム
も
発
売
！
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
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Ｆ
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説
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ト
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